
心と体について 大切なこと 

12 月 16 日 月曜 朝会から 

おはようございます。 

今日は皆さんの体と心についての大事なお話をしたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先ず体についてです。 

一年生でも分かるように動物さんと人間で比べながら話をしたいと思います。 

先ず、馬君に登場してもらいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 実はぼくはいつもいやだなと思っていることがあるんだ。 

 ぼくの足が速いからといって､人間はぼくのお尻をたたいて、 

もっともっと走れというんだ。 

 走った後に、大好物のにんじんをもらうけど、本当はたたかれるのはいやなんだ。 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

私もいつもせまい小屋に入れられてミルクをしぼられているの。 

本当は広い草の上をのんびり歩きながらすごしたいわ。 

 

 動物さんでもこんなにつらい思いをしているんです。 

もしみなさんが、体をたたかれたり、無理矢理にいやなことをさせられるようなことが、

あったら、相談できる大人の人に言ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もしも、それがうまくできない人は、廊下に相談用紙を用意します。それに書いてみてくだ

さい。 

 

 



もう一つ、お話をしたいのは、人間にはいたいことではなくても、心がきずつくことがある

という話です。 

 今度は、動物と人間の違いです。 

 こんな場面を見たことがありますね。ワンちゃんが、電柱におしっことしています。「あ

れれ」と思いますが、かわいいですね。ワンちゃんも、多分はずかしいとは思っていないと

思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 でも人間は、人にトイレに入っているところをわざわざ見られたら悲しいですね。また、

人に見られたくないからトイレに入り、鍵をかけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 世の中には、人には見せては行けない場所、見せたくない場所を無理矢理に見ようとする

悪い人がいます。例えば、こんな悪い人がいたということをニュースで言っていました。 

公園などで、「おじさんはお医者さんなんだけど、最近悪い病気がはやっているので調べて

いるんだ。検査をしてあげるからおいで」などという人が近づいてきたらどうしますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一番わかりやすいのは、水着で隠している場所。ここはあなただけの大事な大事な場所で

す。ここを見たり、触ろうとする人がいたら、はっきり「やめてください」といって、警察

に言ってください。これについても、もしも言いにくい、相談したいことがあったら、相談

用紙に書いてくださいね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お話しは以上です。是非、クラスでも少しお話をしてみてください。 


